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論 文 内 容 の 要 旨 
 「20 世紀前期における「アジア」概念に関する再考―タゴール、近代性及び東西文明論
争―」（原文は英文）と題する本学位論文は、文化交渉学の視点から、アジア人初のノーベ
ル文学賞受賞者であったラビンドラナート・タゴール（1861-1941、1913 年受賞）のアジ
ア論や東西文明比較論およびそれらに対する同時代の世界各国、とりわけ日本と中国の反
応を考察し、あわせて 20 世紀前期における東洋国家としての日本、中国及びインドがい
かに「世界史」という枠組みのなかで位置づけられていたのかを論じた労作である。 
 論文全体は四部に分けられ、八章を含んでいる。第一部「タゴールとその東西文明観」
における第 1 章「タゴールとオリエンタリズム―東西文明論争の焦点としてのタゴール―」
は、「神秘主義者タゴール」というイメージの形成過程を検討し、西洋、インド、日本、中
国でのタゴールに関する研究がいかに「オリエンタリズム」というイデオロギーに包摂さ
れていたのかを明らかにした。第 2 章「「精神性」の政治―タゴールのアジア観―」は、
第一次世界大戦前後に「アジア」という古い名称がいかに改めて意味づけられていたのか、
タゴールにおいて東洋と西洋の文明を区別する最も重要な特質としての「東洋の精神性」
がいかに細かく分類されたかを検討した。 
 第二部「タゴールとその「イースタン・アジア」―日本―」における第 3 章「タゴール
の日本人論―戦間期における国際名士のアジア言説の一側面―」は、タゴールの日本に対
する評論を２０世紀初期の代表的な「日本人論」と位置づけ、彼の言説を同時期に訪日し
た西洋名士のジョン・デューイ（1859-1952）やバートランド・ラッセル（1872-1970）
の言論と比較した。第 4 章 「タゴール観の転換に見る日本人の自他認識の変遷」は、竹
内好（1910-1977）のタゴール論を紹介し、戦前のナショナリズム、戦後の平和思想、ヒ
ューマニズムおよび東洋の精神的理想への追究という２０世紀日本精神史の変転の軌跡は
見事に日本人のタゴール観の変化に反映されていると指摘した。 
 第三部「タゴールとその「イースタン・アジア」―中国―」における第 5 章「1920 年
代国際名士の訪華経歴―デューイ、ラッセル、タゴール―」は、「アジア」という強い地政
学的意味合いを帯びる概念は、デューイ、ラッセル、タゴールの対日言論において大きな
役割を演じたのに対して、中国ではあまり重要視されていなかったという対照的現象を指
摘した。第 6 章「文明論の中のタゴールと中国―馮友蘭との対話を手掛かりに―」は、タ
ゴールが 1924 年に訪中したとき、多くの中国知識人から激しい批判を受けた理由は、彼
の提唱した「東方的精神文明」が、当時の中国人が追求した「民族独立」や「近代化」と
いう現実な緊急課題と乖離していたためであると指摘した上で、 1920 年に馮友蘭
（1895-1990）という中国の代表的哲学研究者とアメリカで行った対話を素材に、タゴー
ルの思想と 20 世紀前期の中国哲学界との交渉を考察した。 
第四部「世界史叙述におけるアジア」における第 7 章「比較文明的な視野からの東アジ
ア文化像の構築」は、ドイツの哲学者カール・ヤスパース（1883-1969）の提示した「枢
軸時代」という文明史理論がいかに近代化という概念を中心に構築されたか、それと「東
アジア文化」という実態および捉え方との繋がりを考察した。第 8 章「近代世界における
「東洋」の位置づけ」は 20 世紀前期における西洋と日本、中国、インドの文明論述を分
析し、東洋国家としての日本、中国及びインドがいかに「世界史」という枠組みに位置づ
けられてきたのかを検討し、その位置づけはそれぞれの歴史経験、地理条件、西洋に対す
る独立性の程度などによるものであると論じた。 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 本論文は、「多対多」という文化交渉の実態解明に有効なアプローチを自覚的に生かし、
アジア人初のノーベル文学賞受賞者タゴールを中心に２０世紀前期におけるインド・日
本・中国・欧米の間の複雑な思想文化交渉の地図を描くと同時に、「枢軸文明」や「オリエ
ンタリズム」など代表的世界史・文明史の理論とリンクし「アジア」とはなにか、「東西文
明」の本質はどう違うかといった重要な問題を近代化というコンテキストの中で追究した
意欲的作業の成果であり、高い評価に値するものであると考える。しかし、取り組んでい
る課題の範囲が大きいため、一部の論述において突っ込んだ検討による明確な結論に至ら
なかった場合もある。このような問題点は、今後のさらなる研鑽によって克服できるだろ
うと期待している。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
